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学位論文審査結果の要旨
平成9年12月１６日に第１回論文審査会を開催し口頭発表・審査を行い，各審査委員が提出論文等に
関する修正および意見を本人に伝えた。平成１０年１月２０日に第２回審査会を行い，口頭発表の後に協
議し以下のように判定した。
本論文は，リン酸ガリウムが水中微量金属の優れた共洗剤であることを見い出し，その共沈機構を
調べ，水中微量金属を共沈濃縮後に定量する新しい方法を確立し，また共沈操作の簡易化を図るため，
沈澱の完全な回収を必要としない迅速な共沈法を創案している。研究成果は以下の通りである。
１）リン酸ガリウムによりＣｒ(Ⅲ)，Ｐｂ，ＩｎＳｎ(Ⅳ）を選択的に共沈捕集し，ついで黒鉛炉原子吸
光法で定量する高感度な方法を確立した。Ｃ｢の場合，Ｃ｢(Ⅵ）は共沈されないので，Ｃｒ(Ⅵ）を
Ｃ｢(Ⅲ）に還元することによりＣｒ(Ⅲ,Ⅵ）の逐次定量を可能にしており，Ｐｂの定量法と共に，河
川水中のC｢，Ｐｂおよび水道水中のPbの定量に適用し好結果を得ている。ＩｎおよびS、(Ⅳ）の場
合，原子吸光測定にハフニウム含浸処理黒鉛炉を使用すれば，分析感度が増大し，共存する金属
イオンからの妨害も大きく軽減できることを見い出している。添加・回収実験においても，Ｉｎお
よびS、(Ⅳ）は，ともに海水からほぼ完全に回収でき，検出限界はそれぞれ0.7およびO6ngcm-3
である。
また，リン酸ガリウムによる各金属の共沈はFreundlichの等温吸着式にしたがっていることを
確認する一方,分配則の検討からPb,Inの共沈では吸着後固溶体が形成されることを明らかにし，
さらにリン酸ガリウムの選択性ある共沈には，金属リン酸塩の溶解度の相違が重要な因子の一つ
になっていることを言及している。
ここで確立した方法はいずれも従来の方法の弱点を克服した有用な定量法である。
２）既知量の共洗剤を用いて共沈した後，目的成分量と共沈剤量とを測定することにより沈澱の完
全な回収を必要としない迅速な共沈法を考案し，この手法を用いてＡｓ(Ⅲ,Ｖ）を水酸化ハフニウ
ムで共沈濃縮し次いで水素化物発生･原子吸光法によって，またPbを水酸化インジウムで共沈濃
縮し次いで示差パルスポーラログラフイーによって定量する方法を開発した。両定量法とも従来
の方法に比べて簡便迅速である。ここで考案した迅速共沈法はいろいろな測定方法との併用が可
能であるので，その応用範囲は今後ますます広がるものと期待される。
以上の内容から，本論文は十分に博士論文に値するものであると判定した。
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